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は じ め に

日 本 の ネ キ リ ム シ類 に は い く つ か の種が知 ら れて い る
が， 今 回 は 各地の作物で広 く 問題 に な っ て い る カ ブ ラ ヤ
ガ と タ マ ナ ヤ ガ を 扱 う 。 ネ キ リ ム シ と 総称 さ れ る 害虫 に
は こ の他， ニ セ タ マ ナ ヤ ガ， オ オ カ ブ ラ ヤ ガ， セ ン モ ン

ヤ ガが記録 さ れ て い る が， いずれ も 発生が局地的であ る

う え に 多発 し た こ と は な い よ う であ る 。 こ れ ら と 同 じ ヤ

ガ科モ ン ヤ ガ亜科に は ， 上記 ネ キ リ ム シ類の他に シ ロ モ
ン ヤ ガ， オ オ バ コ ヤ ガ， ク ロ ク モ ヤ ガ等 の害虫が知 ら れ
て い る ( 山 口 ， 1987) 。 な か で も 海外 お よ び 日 本 で も ハ

チ ノ ジ ネ キ リ と し て 要注意害虫 と 考 え ら れ る シ ロ モ ン ヤ
ガ に つ い て も 取 り 上 げ る こ と に し た 。

こ れ ら ネ キ リ ム シ類 3 種の幼虫 お よ び卵 に つ い て は，
MEHZ I I EEVSKAYA ( 1 989) に よ る 詳細 な 記載 が あ る の で，

こ れ を 主 に 参考 に し ， 手元に あ る ア ル コ ー ル標本， カ ラ

ー ス ラ イ ド と 比較 し な が ら 記載 を行 っ た 。 終齢幼虫 の記
載の際， 山本 (1965) も 参照 し た 。 服部 ( 1962) は終齢

幼虫 の 識別 の 参考 に す る た め 3 種 の 形 態 的 特徴 に 触れ

た 。 ま た ， 千葉 ・ 長谷川 ( 1970) は上記 3 種 を含む ネ キ

リ ム シ類 6 種の終齢幼虫 の検索表 を 示 し た の で参考 に し

て欲 し い。 し か し ， こ れ ら 3 種 に つ い て の幼生期金ス テ
ー ジ に わ た る 記載 は 見 あ た ら な か っ た の で， こ こ で は 図

を示 し な が ら ， 卵， 1 齢~終齢幼虫， 踊 に つ い て 解説 し

た い。 幸 い に も 今回 は本原稿 を 仕上 げ る 直前 に 3 種 を再
び飼育す る 機会 に も 恵 ま れ， 十分な情報 を 得 る こ と がで
き た 。

I 終齢幼 虫での識別法

1 終齢幼 虫の検索表

1 .  皮膚に頼粒が あ る 。 刺毛基板 は光沢の あ る 黒褐色

で よ く 発達 し ， 目 立つ 。 頭頂 は左右 に 広 く 聞 き ，

ldentification Method of J apanese Cutworms. Agrotió 
segetum. A. iPsilon and Xestia c-nigrum (Lepidoptera. 
Noctuidae. Noctuinael . on the Basis of lmmature Stages. 
By Shin-ichi YOSlI lMAl百II

( キ ー ワ ー ド : カ ブラ ヤ ガ， タ マ ナ ヤ ガ， シ ロ モ ン ヤ ガ， 幼虫，

蝋， 分類)

膜 質 部 が 副 前 頭 の 頂 点 に ま で 入 る ( 図一2 A の
1) 。 腹部背面 に 特別 な斑紋 は な い 0 ・ H ・ H ・ H ・ H ・ . . 2

皮膚 に 頼粒 は な い。 刺毛基板 は な い。 副前頭頂点
は 頭頂三角部 に 達 し な い ( 図-2 C の 2) 。 腹部背

面 に 顕著 な 逆八の字状の黒褐色斑 を 有 す る 。
… シ ロ モ ン ヤ ガ

2 .  皮膚 に は 多数の大小 の穎粒 を 間 隔 を 置 い て 疎 に 備

え る 。 ( 図 - 1 右) … … … … ' " ・ H ・ - … … タ マ ナ ヤ ガ

皮膚に は 多数の微小 な 頼粒 を 非常 に 密 に備 え る 。
( 図- 1 左) . . . ・ H ・ H ・ H ・ - … … . . . ・ H ・ . . … … カ ブ ラ ヤ ガ

2 終齢幼 虫の記載

Agrotis 属 の 2 種， タ マ ナ ヤ ガ と カ ブ ラ ヤ ガ の 終齢幼

虫 は体全体の皮膚上 に 多数の頼粒 を備 え る が， そ の大 き
さ と 状態 で両種 は 区別 で き る 。 す な わ ち タ マ ナ ヤ ガ終齢

幼虫 の皮膚 は 間 隔 を置 い て 大小の穎粒 を 備 え る が， カ ブ

ラ ヤ ガ で は 多 数 の微小 な 頼粒 を 非常 に 密 に 備 え る (図 -
1 ) 。 タ マ ナ ヤ ガ で は 大 き い頼粒 は 0 . 07�0 . 09 mm に お
よ ぶが， カ ブ ラ ヤ ガ で は 最大 の 頼粒で も せ い ぜ い 0 . 03
mm 程 に し か な ら ず， ほ と ん どが一様 に 微小な穎粒であ
る 。 頼粒 は茶褐色か ら 淡色 と な る 。 こ れ に 対 し て ， シ ロ
モ ン ヤ ガ で は 皮 膚 は な め ら か で頼粒 は 全 く 存在 し な い。

カ ブ ラ ヤ ガ， タ マ ナ ヤ ガ の刺毛基板 は光沢の あ る 黒褐色

で よ く 目 立 つ が， シ ロ モ ン ヤ ガ に は な い 。 刺毛 は 3 種 と

も 毛状。 3 種の大偲 は 服部 ( 1962) に よ り 図示 さ れ て い

る が， シ ロ モ ン ヤ ガ で は大限内側 の 3 本の稜線の下方の
も の に 角状突起 を備 え る の に対 し ， タ マ ナ ヤ ガ は 3 本 の
稜線の上方の も の に微突起 を 備 え る 。 カ ブ ラ ヤ ガ は 3 本
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図 ー 1 カ プ ラ ヤ ガ と タ マ ナ ヤ ガ の終紛幼虫皮膚上の穎粒
(第 1 腹節 D l 刺毛付近)

左 : カ ブラ ヤ ガ， 右 : タ マ ナ ヤ ガ.
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図 - 2 ネ キ リ ム シ類終紛幼虫の頭主主

A : カ ブ ラ ヤ メf. ß : タ マ ナ ヤ ガ c " シ ロ モ ン ヤ

ガ . 1 則前頭. 2 頭Tj1j三 角部. 斑 紋 は 頭部左半分

の み， 刺 毛 名 は 頭 部 右 半 分 の み 記 入 し た . 目 盛 l

の稜線上 に 突起 は な い。 3 種 と も 終齢幼虫 の腹!肉l は 同 等

に 発達 し ， 1度胸l の 鈎爪 は 長短交互 を な さ ず， 内 側 に 単列

半環状 に 配列 す る 。 一般的 に ， 3 種で は 6 齢が終齢 と な

る 。

カ ブ ラ ヤ ガ . 頭 IPIl'î 3 . 1 �3 . 2  mm， 体 長 33�48 mm。

体 は 扇 平 な 円 筒形 と な り ， J阿部 は緑色 を'常びた晴灰 色 を

呈す る 。 頭部 は黄褐色で黒褐色網状斑が あ り ， 上半部 に

は 濃 い 小 さ な黒褐色斑 を 備 え ， 表面 に は 浅 い 織 が 多 い 。

皮府 に は 多 数の微小な頼粒 を 非常 に 密 に 備 え る 。 刺毛基

板 は光沢の あ る 黒褐色で， 隆起 し ， よ く 目 立 つ。 背線 は

極細淡色でそ の両縁 を暗色 に ぽか さ れ る 。 側線， 気門上

線， 気門紛i， 気門下線 は や や 淡色で， 側線の背縁か ら 気

門下線腹縁 ま で， 各線条 の 聞 は 暗 色 を 帯 び る 。 気 門 黒

図 - 3 ネ キ リ ム シ 類総釘lの第 7�第 1 0 J阪節
A カ プ ラ ヤ ガ右側面図. ß カ ブ ラ ヤ ガ j反面|辺，

C タ マ ブ ヤ ガ 右側 面 図. 0 ・ タ マ ブ ヤ ガ J仮面 図，

E シ ロ モ ン ヤ ガ 右 側 îlií 図. F シ ロ モ ン ヤ ガ j復蘭

[�し E [ l，ll，i: 1 111111. 

色。 腹面 は 淡色。

タ マ ナ ヤ ガ : 頭 11属 3 . 4�3 . 7 mm， 体 長 37�50 mm。

体 は 扇 平 な 円 筒形 と な り ， J阿部 はl倍灰褐色 と な り ， カ ブ

ラ ヤ ガ に 似 る 。 頭部褐色で黒褐色の網状斑 が あ り ， 表面

の 織 は や や粗 い 。 皮脂 に は 多 数の 大小 の 頼粒 を 間隔 を 置

い て疎 に 備 え る 。 刺毛基板 は 光沢 の あ る 黒褐色で， 隆起

し ， よ く 目 立つ。 気門黒色。 腹面 は 淡色。

シ ロ モ ン ヤ ガ : 頭幅 2 . 9�3 . 0 mm， 体長 28�42 mm。

頭部 は淡灰褐色で黒色の 八の字斑が 目 立つ 。 皮膚 は平滑

で頼粒 は な い。 体の背面 に は細長 い逆三角形斑があ り 後

方に な る ほ ど大 き く な っ て い る 。 緑色 と 褐色 の個体が現

れ る (山本， 1 987) 。 刺毛基板 は な い。 気門 白色。

E 卵 の 記 載

カ ブ ラ ヤ ガ : J!ílì は l 個 ず っ か 5�20 個 の卵塊 と し て 産

卵 さ れ る 。 淡黄色 で ほ ぼ球状， 多 数 の 縦隆起線 を 備 え

る 。 直 径 O . 60�O . 63 mm， 高 さ O . 53�O . 56 mmo そ の一一一 37一一一
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後卵殻 は ピ ン ク 色 に な り ， 幼虫 の ふ化前 に は卵殻 は暗灰

色 と な る 。
タ マ ナ ヤ ガ : 卵 は 1 個 ず っ か 2�15 個の卵塊 と し て 産

卵 さ れ る 。 乳 白 色か ら 淡黄色で ほ ぼ球状， 多数の縦隆起
線 を備 え る 。 直径 0 . 45�0 . 48 mm， 高 さ 0 . 38�0 . 42 mm。

そ の後卵殻 は ピ ン ク 色 に な り ， 幼虫 の ふ化前 に は灰紫色
と な る 。

シ ロ モ ン ヤ ガ : 卵 は 1 個ずつ産卵 さ れ る 。 淡黄色でほ
ぼ 球 状， 多 数 の 縦 隆 起 線 を 備 え る 。 直 径 0 . 60�0 . 62

mm， 高 さ 0 . 40�0 . 50 mm。 そ の後卵殻頂点 に は賛褐色

の斑点が現れ， 幼虫 の ふ化前 に は卵殻全体 は灰褐色 と な
る 。

皿 1 齢幼 虫 の記載

カ ブ ラ ヤ ガ : 頭幅 0 . 32�0 . 34 mm。 ふ化直後体長 は

1 . 5�1 . 7 mm で， 脱 皮 前 に は 3 . 5 mm に 達 す る 。 頭 部

は黒褐色で体 は光沢の な い黄色 を呈す る 。 皮膚上 に頼粒

は あ る が， 数十倍程度 の 実体顕微鏡下で は 分 か り に く
い。 背楯， JlI上板 は茶褐色。 刺毛基板 は よ く 発達 し ， 茶

褐色 と な る 。 胴部 の刺毛 は 長 く (最長 0 . 23 mm) ， 大部
分 は梶棒状 と な る 。 た だ し， JlI上板上 の一部 の も の と 腹
方， 脚上の も の は 梶棒状 と は な ら ず に 普通 の 毛状 で あ
る 。 頭部 で は ， P 2 刺 毛 と AF 2 刺毛 の み は 梶棒状 と な

る 。 胸脚 は茶褐色 で， 第 3 腹節の腹脚 は 痕跡的で， 第 4

腹節の腹脚 は未発達 で い わ ゆ る セ ミ ル ー パ ー と な る 。 第

5， 6， 10 腹節の腹脚 は よ く 発達す る 。
タ マ ナ ヤ ガ : 頭 幅 O . 32�0 . 33 mm。 ふ 化直後体長 は

約 2 . 1 mm で， 脱皮 前 に は 4 . 0�4 . 2 mm に 達 す る 。 頭
部 は黒褐色で体 は黄緑色。 皮膚上 に 頼粒 は あ る が， 数十
倍程度 の 実体顕微鏡下で は分か り に く い 。 背楯 と 虹上板
は 淡褐色。 刺毛基板 は 茶褐色で隆起す る 。 胴部の刺毛 は
短 く (最長 0 . 09 mm) ， 腹 方， 脚 付 近 の も の は 毛 状 だ

が， 他 は大部分が梶棒状 と な る 。 胸脚 は 茶褐色で， 第 3

腹節の 脚 は痕跡的で， 第 4 腹節の腹脚 は 未発達でセ ミ ル

ー ノ fー であ る 。

シ ロ モ ン ヤ ガ : 頭幅 0 . 34�0 . 35 mm。 ふ化直後体長
は 1 . 7�1 . 8 mm で， 脱 皮 前 に は 4 . 0�4 . 2 mm に 達 す
る 。 ふ化 し て 少 し た っ た 幼虫 の体色 は緑色で， 頭部 は黒
褐色。 背楯 は茶褐色で 目 立つ が， 虹上板 は そ れ ほ ど 目 立

た な い 。 刺毛基板 は 茶褐色で隆起す る 。 刺毛 は毛状で鋭

く ， 長 い (最長 0 . 16 mm) 。 胸脚 は 茶褐色で， 腹脚 は 淡

色で第 3， 第 4 腹節の脚 は 発達が悪 い 。

IV 2 齢幼 虫の記載

カ ブ ラ ヤ ガ : 頭 幅 0 . 48�0 . 6 mm。 体 長 は 4 . 0�7 . 0

mm。 頭部茶褐色 で斑紋が少 し 出 て く る 。 皮 膚 に は 多 く

の頼粒が あ る 。 胴部 の刺毛 は腹方の も の を 除 い て ほ と ん
どが根棒状で あ る 。 第 3 腹節の腹脚 は 未 発達 な が ら は っ

き り と 観察で き る よ う に な り ， 腹部第 4 節 の腹脚 は 1 齢

の も の よ り 発達 し て く る が ま だ十分 な大 き さ で は な い。
胴部 の刺毛 は タ マ ナ ヤ ガ よ り も か な り 長 い 。

タ マ ナ ヤ ガ : 頭 幅 0 . 52�0 . 54 mm。 体 長 は 4 . 0�7 . 0

mm。 頭部茶褐色 で斑紋が少 し 出 て く る 。 皮膚 に は 多 く
の頼粒が あ る 。 背楯お よ び旺上板 は茶褐色。 刺毛基板 は

茶褐色でや や 隆起す る 。 胴部 の刺毛 は腹方お よ び脚近 く
の も の は毛状だが， 他 は 梶棒状。 第 3 腹節の脚 は 発達が

悪 く ， 第 4 腹節の腹脚 も や や 未発達。
シ ロ モ ン ヤ ガ : 頭 幅 0 . 55�0 . 58 mm。 体 長 は 4 . 5�

7 . 0 mm。 幼虫 の 体色 は 緑色， 頭部 は黄色 で頭部 の 刺 毛
の 周 り に は 褐色 の 斑点 を 持 つ 。 皮膚 は 平 滑 で頼粒 は な
い。 刺毛基板 は黒色で よ く 発達す る 。 刺毛 は 毛状。 胸脚

は黒色， 腹脚 は淡色で第 3， 第 4 腹節の腹脚 は や や 発達
が悪 v ' 。

V 3 齢~終齢前 ま での幼 虫の記載

カ ブ ラ ヤ ガ : 頭幅 0 . 8�2 . 2 mm。 体長 は 7�31 mm。

頭部 は茶褐色で斑紋 を 生 じ る 。 背楯， 虹上板 は 茶褐色。

刺毛基板 は茶褐色でや や 隆起 す る 。 3 齢 に な る と 腹脚 は
全て よ く 発達す る よ う に な る 。 3 齢 で は 刺 毛 は タ マ ナ ヤ

ガ よ り も 長 く ， 胴部で は 背方， 側方の も の は線棒状で腹

方 と 脚 近 く の も の は 毛 状， 頭 部 刺 毛 は P 1 ， P 2， 

AF 1， AF 2 は 棋棒状で他 は 毛状。 4 齢 に な る と 刺 毛 の
ほ と ん どが毛状 に 近 く な る が， 背方， 側方の も の は 一部
根棒状の こ と も あ る 。 5 齢 に な る と 全 て の 刺 毛 は 完全 に
毛状 と な る 。 4 齢幼虫以 降 の 皮 膚 の 頼粒 は カ ブ ラ ヤ ガ は
非常 に微小で密だが， タ マ ナ ヤ ガ は よ り 大 き く 疎 に 備 え

る こ と で区別 がで き る 。

タ マ ナ ヤ ガ : 頭幅 0 . 82�2 . 5 mm。 体長 は 7�37 mmo
4 齢 で は 胴 部 の 背 方， 側 方 の 刺 毛 は ま だ 梶 棒状 で あ る

が， 5 齢以降 は 完全 に 毛状で あ る 。 4 齢以 降 で は 全 て の

腹脚 は よ く 発達す る よ う に な る 。
シ ロ モ ン ヤ ガ : 頭幅 0 . 87�2 . 0 mm。 体長 は 7�27 mm。

幼虫 の体色 は緑色， 頭部 は 黄緑色で斑紋 を 持 つ 。 刺毛基
板 は 3 齢では非常 に 小 さ く な り ， 4 齢以 降 は 全 く な く な
っ て し ま う 。 刺毛 は 毛状。 腹脚 は 3 齢で は 第 3， 第 4 腹
節の脚 は ま だ少 し 発達 が悪 い が， 4 齢以 降 は 全 て の 腹脚

は 同 等 に 発達す る よ う に な る 。
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VI 舗 での識別法

1 舗の検索表

l .  側方 よ り 見 る と ， 第 10 腹節 は 旺 門 よ り 後方音11 で
急 に 厚 み がな く な る 。 腹部末端部 に 1 対の短 く 太

い 尾刺 を 備 え る 。 … . . . ・ H ・ . . … … … … . . . ・ H ・ H ・ H ・ . . 2

第 10 腹節末端部 に 特別 の 構造 は な い 。 腹部末端
部 に 長 く 太い 1 対の尾刺 と そ の側方 と 背方 に そ れ
ぞれ 1 対の細 い刺毛 を 備 え る 。 … … シ ロ モ ン ヤ ガ

2 .  第 5， 6， 7 腹節の前半部 に 多数の点、刻 を 街 に 備 え
る 0 ・ H ・ H ・ H ・ H ・ . . . . … … . . . ・ H ・ - … … … … ・ カ ブ ラ ヤ ガ

第 5， 6， 7 腹節の 前半部 の 点刻 は 少 な く ， 疎であ
る 。 . . . ・ H ・ . . … ・ ・ ・ … ・ ・ … … … … ・ … ・ ・ … … タ マ ナ ヤ ガ

2 舗の記載

カ ブ ラ ヤ ガ と タ マ ナ ヤ ガ は 蝋 の 尾端の形態が酷似 し て

い る 。 シ ロ モ ン ヤ ガ は こ れ ら 2 種 と は 踊 の尾端の形態で
簡単 に 識別で き る 。 1 対 の 尾刺 は カ ブ ラ ヤ ガ， タ マ ナ ヤ

ガ で は 短 く (約 0 . 4 mm) ， 間 隔 が 広 い が， シ ロ モ ン ヤ

ガ で は 1 対 の 尾刺 は 長 く (約 0 . 7 mm) ， 間 隔 は 狭 い。

図 で は 第 7 腹節 と そ の後方の体節 の み し か示 さ な か っ た

が， カ ブ ラ ヤ ガ， タ マ ナ ヤ ガ両種 と も 第 5， 第 6 腹節 も
第 7 腹節 と ほ ぼ同 じ位置 に ほ ぼ同数で同 じ形状 の点刻 を

備 え る 。 第 5， 6， 7 腹節の前方部の点刻 は， カ ブ ラ ヤ ガ
で は腹方で は 密で多 く ， 背方 に 向 か う に つ れ て さ ら に 密

に な る 。 一方， タ マ ナ ヤ ガ の 第 5， 6， 7 腹節の前方部の

点刻 は， 背方では長大 に な る が， 腹方， 側方， 背方の ど

書 評

「農薬 に対す る 誤解 と 偏 見」
福 田 秀 夫 著

A5 判， 233 ペ ー ジ， 本体 2，800 円 + 税
(株) 化学工業 日 報社 「今 月 の農業J 編集室

農薬 は何故か毛嫌い さ れ， 特 に 安全性 に つ い て 疑義が
も た れて い る 。 農薬 の安全'性 に つ い て い く ら 説 い て も 変
わ ら な い世間 の風潮 に 著者の焦燥があ り ， 改め て 真実 を
伝 え よ う と い う の が本書であ る 。 安全性 を担保す る 様々
な仕組み に つ い て 解説す る 一方， 一般市民， 農薬反対論
者が持 ち 出 し て き た様々 な話題 を 取 り ヒ げ， 反証す る と
い っ た ア プ ロ ー チ を と っ て い る 。 ト キ の衰退， 自 殺 ・ 中
毒， 農家の健康， 食べ物の安全性， 複合汚染， ガ ン， 脊
形， 繁殖毒性， 環境 ホ ル モ ン， 水 銀， 有 機栽培， 使 用
量， 航空散布， 大気 ・ 土 ・ 水系汚染， ゴ ル フ 場， サ リ ン
事件 ・ 毒ガ ス と 農薬 の 関係 な ど を 解説 し て い る が， 安易
に 農薬 を疑 う 向 き に は耳の痛 い こ と で あ ろ う 。

し か し こ れだ け説 い て も や っ ぱ り 農薬 は イ ヤ だ と い う
人がい る の が現実で あ る 。 農薬 は毒で あ る ， 議が残 る 食
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の部分 に お い て も ， 疎で数が少 な い。 踊の体長 は ， カ ブ
ラ ヤ ガ， タ マ ナ ヤ ガ で は 約 20 mm， シ ロ モ ン ヤ ガ で は

約 17 mm。

お わ り に

材料の一部 を 提供 い た だ き ， ま た 本稿の校閲 を賜 っ た

服部伊楚子氏 に 紙面 を 借 り て お 礼 申 し 上 げた い。 ま た 独
立行政法人農業技術研究機構中央農業総合研究 セ ン タ ー

の後藤千枝博士か ら は 飼育 中 の 生 き た タ マ ナ ヤ ガ お よ び
シ ロ モ ン ヤ ガ を い た だ い た の で感謝 し た い。

は じ め に で述 べ た よ う に ， ネ キ リ ム シ (cutworm)

に は 今回扱 っ た 3 種以外に も い く つ か の種が知 ら れ て い
る が， 今回の 限 ら れた紙面で は こ れ ら す べ て の種 を 扱 う
こ と は で き な か っ た 。 扱 っ た 3 種 は 全国 的 に 広 く 分布す

る 主要な害虫では あ る が， 他 の マ イ ナ ー な種 に つ い て も

同 定 の 際 は 注意が必要 で あ る 。
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品 は怖 い， 無 い に こ し た こ と は な い と い っ た 類 で あ る 。
毒性 と 危険性， 安全性， 安心感 と い っ た 事柄の認識の混
乱， 作物保護の必要性の認識欠如， 無農薬栽培への盲信
な ど に 原 因 が あ る こ と を 指摘 し て い る 。 な お 本 書 で は
DDT な ど に も ふ れ て い る が， 著者 は 防疫 用 薬剤， 白 ア
リ 駆除剤 は 農薬 と 呼ぶべ き で な い ， と い っ て い る が一般
人 の感覚か ら す る と こ れ ら は 農薬で あ り ， 生物農薬 は 農
薬でな い が， 日 本 の 法律上 は 農薬 で あ る 。 農薬批判， 無
農薬， 農薬の環境汚染， 農薬残留 な ど を 議論す る に あ た
っ て 法律， 消費者， 研究者， 批判者 に よ り 農薬 の 中 身 が
異 な る こ と に 注意す べ き で あ ろ う 。

本書は静岡 県農試， 農水省九州 農試， 農林技術会議 に
勤務， 植物防疫課長， 同農薬検査所長 な ど を 歴任 さ れ，
現場 と 行政， さ ら に 残留農薬研究所理事長 と し て 事業 も
経験 さ れた著者な ら で は の 啓蒙書であ り 平易 な表現で解
説 さ れて い る 。 農薬 ・ 植物防疫関係者の理論武装 に ， 政
治 ・ 行政 ・ 報道関係者， 知識人， 農家， 一般市民の 農薬
理解 に 資 す る 所大 で あ り ， 農薬反対論者 と い え ど も 少 な
く も こ こ に 記 さ れた こ と を 踏 ま え た 上で チ ャ レ ン ジ さ れ
る よ う 望 む も の で あ る 。

(東京農業大学名誉教授 山 本 出 )


